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函南町立図書館に出かけよう！ 

－第２学年児童の作品より－ 

 
　今回は、２年生の作品を紹介します。２年生は、昨年の夏も同じ課題に取り組みました。

 この夏には、いったいどういう発見をしたのでしょうか？
 

２年　はせ川　ゆいさん 
　かんなみ町立としょかんには、かぞえきれないほど本がありました。２かいには、
中学生から大人までたのしむところがありました。あと２かいには、新聞がありまし
た。としょかんなのに新聞があってすごくびっくりしました。１かいには、ようちえ
んの子や小学生の子までたのしめる本がありました。本をかりてきてよんであげたい
と思いました。 
　町立としょかんで、たくさんのことをはっけんしましたね。ゆいさんがよんでたのしかった本
を、ぜひ小さなおともだちにしょうかいしてあげてね。

 

２年　の沢　莉子さん 
　としょかんには、本がいっぱいあって人もいっぱいいました。そこでは、本をけん
さくしたり、べんきょうしたりしていました。わたしもかりたい本をけんさくして、
さがしてかりることができました。本のばしょがすぐわかるのですごいなあとおもい
ました。また、いきたいです。 
　本をじっさいにきかいをつかってけんさくしたのは、よいけいけんとなりましたね。これから
もきにいった本をどんどんけんさくして、どくしょをたのしもうね。校長先生もよくけんさくするき
かいをつかって、おきにいりの本をさがしていますよ。

 

２年　すぎ本　あんりさん 
　かんなみ町立としょかんにおばあちゃんといってきました。かんなみ町立としょか
んの中はひろいし、かみしばいや本がありました。２かいには、ＣＤもありました。
かんなみ町立としょかんは、ＣＤや本、かみしばいなどがあってすごいなとおもいま
した。 
　またこんど、おかあさんとかんなみ町立としょかんにいって、かみしばいや本をか
りてみたいです。 
　おばあちゃんと町のとしょかんでたのしめてよかったですね。つぎは、おかあさんとでかけ
るとのこと、とてもワクワクしますね。そのときは、あんりさんがおかあさんにとしょかんをあ
んないすることができそうですね。

令和５年度《昨年度に続き、今年度も読書活動の楽しさと大切さを伝えたくて》 

読書活動への扉を開く！ 
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２年　すがぬま　しのさん 
　としょかんはしずかで、本もなやめるのですごく楽しいです。テーブルのいすが、
ばしょでたかさがちがうのをはっけんしました。としょかんなので、本も読みやすい
です。マンガも見てみたけれど、わたしの好きなマンガはありませんでした。でも、
かわいいおひめさまの少女の本があったのでかりることにしました。すごくたのしか
ったです。 
　図書館に出かけて、楽しいことをいっぱい発見することができましたね。「本もなやめるの
ですごく楽しいです」というところ、校長先生はとてもよくわかります。たくさんの本があると、
そこですてきな本とであえることができるようでワクワクするものね。

 

２年　きくがわ　あさひさん 
　図書館の中は、本をしらべるためのパソコンがあったり、てん上にかざりがあった
りしました。パソコンをつかってもわからないから、図書館のひとにきいてみたら見
つかりました。まだ読んでない本でよかったです。大人と子どもが読める本がたくさ
んあって、楽しくておもしろかったです。 
　『ほねほねザウルス』がたのしく読めてうれしかったです。また、『ほねほねザウ
ルス』のちがう本を読みたいです。 
　図書館では、本をさがすのにパソコンをつかうことを発見しましたね。そして、それで見つ
からないときに図書館の人にたずねたのですね。それってとても大切なことですよ。見つから
ないからといってあきらめないで、人にきけたことがとてもよいです。きっと図書館の人は、や
さしくおしえてくれたのでしょうね。

 
　２年生のみなさんへ、とても素敵な発見を伝えてくれてありがとうございました。


